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情報教育の視点から見た和算に関する考察 































































































































































































































図 1 算法通書記載の算盤[26] 
 
 
図 2 算盤教材での事例（234＋12） 
 
 
図 3 算盤教材での事例（一の桁の計算：4＋2） 
 
 
図 4 算盤教材での事例（十の桁の計算：30＋10） 
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図 6 以前中国で使われていた珠算 
 
 
図 7 現在日本で使われている珠算 
 





































青森県（6 面），岩手県（87 面），宮城県（81 面），秋田
県（22 面），山形県（35 面），福島県（153 面），茨城県
（36面），栃木県（16面），群馬県（89面），埼玉県（62
面），千葉県（83 面），東京都（369 面），神奈川県（17
面），山梨県（3 面），長野県（58 面），新潟県（78 面），




県（1 面），島根県（3 面），岡山県（34 面），広島県（8
面），山口県（7 面），香川県（12 面），愛媛県（4 面），














図 10 金王八幡宮（渋谷）の社殿 
 
 
図 11 金王八幡宮（渋谷）の鳥居と門 
 
 





月 15～16日に公開された。その様子を図 12に示す。 
以下では，奉納されている 3面の算額を分析する。 
 









図 13 嘉永 3年の算額 
 

































   a1 + a2 = 16 
   a5 + a6 + a7 = 30 
   a11 + a12 + a13 + a14 + a15 = 63 
これを満たす数列の構造として次の一般項を想定する。 
   an = p n
2 +  qn +  r 
条件より， 
p =  −
69
10960
, q =  
1079
2192







































     a1 =  7.763321 … 
 
６. ３ 算額問題事例（その２） 


















    野口冨太郎 
     源 
貞則 
元治元 甲 子年十一月吉日 
 







 現代表現で問題の図を表わすと図 16のようになる。 
 





   (R + r)2 =   R − r 2 +  z2 
△ LSJ において，同様に次式が成立する。 
   (x + r)2 =   x − r 2 +  y2 
△ LMI において，同様に次式が成立する。 
   (x + R)2 =   x − R 2 + (y + z)2 
ここで，中円と小円の半径を問題文が指定する直径を利
用して，R = 9/2，r = 4/2とすると，最初の式を利用し
て次の関係が求まる。 











z>0 の条件より，ｚ = 6 が求まる。これを順次代入して，
次の連立方程式が求まる。 
   (x + 2)2 =   x − 2 2 + y2 










+ (y + 6)2 






































 現代表現で問題の図を表わすと図 18のようになる。 
 大円の半径を R，中円の半径を x ，小円の半径を r と
する。また，作業用の値 y を図のように設定する。 
 △ MLS において，次の関係が成立する。 
   (x + r)2 =   R − r 2 + x2 
また，△ HMS’ において，同様に次の関係が成立する。 
   (x − r)2 =  r2 + y2 
さらに，△ HLS’ において，同様な関係が成立する。 
   (R + r)2 =  r2 +  (x + y)2 
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図 18 安政 6年の算額問題 
 
この R，x ，r の連立方程式から，問題文にある
R = 593/2 の条件と半径が正である条件より，目的の中
円の直径 2x を求めることができる。 
第 2式から長さが正の条件として得られる 
   y =   x2 − 2rx 
を，第 1式と第 3式に代入し，変形すると，次の x に関
する 3次方程式が得られる。 
   x3 + 2Rx2 − R2x − R3 = 0 
これを解くことによりx = 237.7745となり，直径として
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